
１．決算収支の状況

区　　分 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率
歳　入　総　額・① 3,780,754 3,890,620 △ 109,866 △ 2.8
歳　出　総　額・② 3,684,235 3,788,219 △ 103,984 △ 2.7
歳入歳出差引額・①－②＝③ 96,519 102,401 △ 5,882 △ 5.7
翌年度へ繰り越した財源・④ 19,510 28,550 △ 9,040 △ 31.7
実質収支額・③－④＝⑤ 77,009 73,851 3,158 4.3

２．歳入決算の状況

(歳入）
増減率

決算額・① 構成比 決算額・② 構成比 （①－②）／②
市税 1,738,101 46.0 1,744,843 44.8 △ 0.4
地方譲与税 26,924 0.7 27,144 0.7 △ 0.8
利子割交付金 3,095 0.1 2,003 0.1 54.5
地方消費税交付金 192,847 5.1 184,888 4.8 4.3
地方特例交付金 6,687 0.2 6,326 0.2 5.7
自動車取得税交付金 10,727 0.3 7,255 0.2 47.9
配当割・株式等譲渡所得割交付金 25,729 0.6 15,222 0.4 69.0
その他交付金 3,851 0.1 4,213 0.1 △ 8.6
地方交付税 306,805 8.1 314,551 8.1 △ 2.5
分担金及び負担金 59,411 1.6 48,486 1.2 22.5
使用料及び手数料 71,756 1.9 81,753 2.1 △ 12.2
国・県支出金 825,616 21.8 789,445 20.2 4.6
繰入金 77,537 2.1 138,734 3.6 △ 44.1
繰越金 102,401 2.7 147,675 3.8 △ 30.7
市債 246,820 6.5 280,690 7.2 △ 12.1
その他 82,447 2.2 97,392 2.5 △ 15.3
合計 3,780,754 100.0 3,890,620 100.0 △ 2.8

　平成２９（２０１７）年度決算の概要

　市の財政がどのような状況にあり、皆さんが納めた税金や国・県からの支出金などが、どのように使われている
かを知っていただくため、市では財政状況の公表を行っています。今回は、平成２９年度普通会計決算の概要
をお知らせします。

　普通会計決算は、地方公共団体間の比較や時系列比較が可能になるように全国一律の基準で集計及び分析
し地方自治法の規定により総務省に報告しています。我孫子市では、一般会計が普通会計決算となります。

　平成２９年度普通会計決算は、歳入３７８億７５４万円、歳出３６８億４２３５万円となりました。歳入から歳出を差し
引いた現金収支（形式収支）の額は、９億６５１９万円となり、平成３０年度へ繰り越しました。また、翌年度に繰り
越された事業に必要な財源として１億９５１０万円を控除した実質的な繰越額（実質収支）は、７億７００９万円とな
りました。

（単位：万円、％）
平成28年度平成29年度

　決算収支の前年度との対比は、表１のとおりです。

＜表２－１＞　平成２９年度普通会計歳入決算の状況

　歳入は、前年度に比べ１０億９８６６万円（前年度比２．８％減）の減額となりました。

＜表１＞　平成２９年度普通会計決算収支の状況

　市税は、個人住民税が納税義務者数の増などにより増額となったものの、市全域での地価の下落が続いてい
るため固定資産税が減額となったことなどから、６７４２万円（前年度比０．４％減）の減額となりました。
　国・県支出金のうち国庫支出金は、私立保育園の開園などに伴い児童保護費等負担金が増額したことなどに
より、１億１９４３万円（前年度比２．１％増）の増額となりました。　また、県支出金も、私立保育園の開園などに伴
い児童保護費等負担金が増額したことなどにより、２億４２２８万円（前年度比１１．２％増）の増額となりました。
　繰入金は、財政調整基金からの繰入金が減額となったことなどにより、６億１１９７万円（前年度比４４．１％減）の
減額となりました。
　市債は、臨時財政対策債が増額となったものの、成田線新木駅舎等の整備が完了したことなどにより３億３８７
０万円（前年度比１２．１％減）の減額となりました。

　歳入決算の前年度との対比は、表２－１のとおりです。

（単位：万円、％）

区分
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３．歳出決算の状況

ア、目的別に分類した歳出の状況

　※利子割交付金　　　・・・預金などの利子所得の課税に対して県から交付される交付金です。

　※その他交付金　　　・・・ゴルフ場利用税交付金、交通安全対策特別交付金の各交付金の合計です。

　※自動車取得税交付金・・・県に納付された自動車取得税の一定割合が県から市に交付されます。

　※市　　　税　　　　・・・市の歳入の中心で、市民税、固定資産税、軽自動車税などがあります。

　※地方譲与税　　　　・・・本来市税となる税源をいったん国税として徴収し、市に譲与されます。自動車重量譲与税、

＜用語（区分）の説明＞

　※地方消費税交付金　・・・消費税の１．７％相当額が国から県に交付され、その２分の１相当額が県から市に交付されます。

　　　　　　　　　　　　　　地方揮発油譲与税の各譲与税の合計です。

＜表２－２＞　平成２９年度普通会計歳入決算の構成状況

　※繰　入　金　　　　・・・弾力的な資金運用を行うため、基金や特別会計から繰り入れます。

　※そ　の　他　　　　・・・財産収入・寄附金・諸収入の合計です。

　※市　　　債　　　　・・・市の事業や財政運営のために国や金融機関等から借り入れる資金です。

　※配当割・株式等譲渡所得割交付金・・・株などの配当や譲渡所得への課税の一定割合が県から市に交付されます。

　※地方特例交付金    ・・・恒久的減税による市税の減収額の一部補てんのために交付されます。

　※分担金及び負担金　・・・特定の事業を行うことにより利益を受ける団体や個人から徴収します。

　※地方交付税　　　　・・・地方自治体の財源として、国が使い方を特定せずに交付します。

　※国・県支出金　　　・・・国や県から特定の事業を実施するために交付されます。

　※繰　越　金　　　　・・・前年度決算で生じた剰余金のうち、平成２９年度の歳入になるものです。

　※使用料及び手数料　・・・市の施設利用や行政サービスに対する料金として徴収します。

　歳出は、前年度に比べ１０億３９８３万円（前年度比２．７％減）の減額となりました。普通会計決算では、歳出を
目的別と性質別に分類しています。

　歳出を目的別に見ると、民生費（構成比４５．３％）、総務費（構成比１１．０％）、衛生費（構成比１０．３％）、教
育費（構成比１０．０％）の順となっています。
　前年度との比較では、総務費は、成田線新木駅舎等の整備が事業完了したことなどにより１０億７２９２万円（前
年度比２１．０％減）の減額となりました。
　民生費は、国民健康保険事業特別会計への繰出金や、私立保育園運営費補助金が増加したことなどにより、
５億９４２６万円（前年度比３．７％増）の増額となりました。
　衛生費は、事業完了に伴う親水広場施設改修工事費の減などにより、３億３５１万円（前年度比７．４％減）の減
額となりました。
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（目的別歳出）
増減率

決算額・① 構成比 決算額・② 構成比 （①－②）／②
議会費 30,138 0.8 30,301 0.8 △ 0.5
総務費 404,338 11.0 511,630 13.5 △ 21.0
民生費 1,670,177 45.3 1,610,751 42.5 3.7
衛生費 380,358 10.3 410,709 10.8 △ 7.4
労働費 2,361 0.1 2,292 0.1 3.0
農林水産業費 32,380 0.9 55,438 1.5 △ 41.6
商工費 34,747 1.0 35,812 0.9 △ 3.0
土木費 302,968 8.2 311,524 8.2 △ 2.7
消防費 159,231 4.3 153,544 4.1 3.7
教育費 368,313 10.0 374,284 9.9 △ 1.6
災害復旧費 0 0.0 396 0.0 △ 100.0
公債費 299,224 8.1 291,538 7.7 2.6
合計 3,684,235 100.0 3,788,219 100.0 △ 2.7

　※土　木　費　　・・・道路や公園の整備、排水対策など快適なまちづくりのために使われます。

　※労　働　費　　・・・普通会計決算上だけの分類で、失業対策や雇用促進などに使われます。

　※総　務　費　　・・・市の管理的経費など他に区分できない経費です。

区分

　※民　生　費　　・・・高齢者や障害者、児童などの社会福祉に使われます。

　※衛　生　費　　・・・病気予防のための各種検(健)診、環境対策、ごみ処理などに使われます。

＜用語（区分）の説明＞
　※議　会　費　　・・・議会活動に要する経費で、議員の報酬や議会事務に使われます。

＜表３－１＞　平成２９年度普通会計歳出目的別決算の状況
（単位：万円、％）

　歳出目的別決算の前年度との対比は、表３－１のとおりです。

　※公　債　費　　・・・市債として借りた資金に利子を付けて返済するものです。

　※教　育　費　　・・・小中学校・図書館・市民体育館の運営や社会教育事業などに使われます。

＜表３－２＞　平成２９年度普通会計歳出・目的別決算の構成状況

　※災害復旧費　　・・・災害によって生じた被害の復旧に要する経費です。

平成29年度

　※農林水産業費　・・・地産地消の推進など農業の振興や農業委員会の運営に使われます。

　※消　防　費　　・・・防火や救急業務など市民生活の安全を守るために使われます。

　※商　工　費　　・・・商業や工業の振興、観光事業、消費生活の改善などに使われます。

平成28年度
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　各項目（目的別）の主な事業は次のとおりです。

◎特別職（議員）人件費（議会事務局）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億３３２５万円

◎電算の管理運営（文書情報管理課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３億８１８９万円

◎庁舎等の維持管理（施設管理課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億５６０４万円

◎市民センター・近隣センター等の維持管理（市民活動支援課）　　　　　　　 ２億０３０９万円

◎各駅自転車駐車場の管理運営（交通課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億４８７２万円

◎東葛中部地区総合開発事務組合の運営に要する費用（企画課）　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億１１１９万円

◎生活保護者への扶助（社会福祉課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２３億０１１１万円

◎私立保育園等児童保育の委託（保育課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９億７３１７万円

◎児童手当の支給（子ども支援課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １８億５４０７万円

◎障害者への自立支援給付費等の給付（障害福祉支援課）　　　　　　　　　　 １６億７６０９万円

◎後期高齢者医療負担金（国保年金課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０億７９８１万円

◎私立保育園運営費の補助（保育課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４億０２９４万円

◎児童通所支援給付費等の支給（子ども相談課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３億６７４６万円

◎児童扶養手当の支給（子ども支援課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３億２６３５万円

◎公立保育園の運営（保育課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億７１９２万円

◎障害者の地域生活支援（障害福祉支援課）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億１５５８万円

◎重度障害者（児）への医療費の給付（障害福祉支援課）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億０４５４万円

◎ごみの資源化の推進（クリーンセンター）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４億１６２３万円

◎子ども医療費の助成（子ども支援課） ３億８３９６万円

◎クリーンセンターの維持補修に要する費用（クリーンセンター） ３億０１２５万円

◎予防接種の実施（健康づくり支援課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億９６００万円

◎焼却灰等の放射能対策に要する費用（クリーンセンター）　　　　　　 ２億５１４４万円

◎クリーンセンターの維持管理に要する費用（クリーンセンター） ２億２０４５万円

◎家庭ごみの収集業務に要する費用（クリーンセンター）　　　　　　　　　　　　　　 １億６７９４万円

◎新クリーンセンターの整備に要する費用（クリーンセンター） １億６７０９万円

◎がん検診等成人保健に要する費用（健康づくり支援課）　　　　　　　　　　 １億６４１３万円

◎最終処分場の埋め立て等に要する費用（クリーンセンター）　　　　　　　　　 １億５２２９万円

◎特定健診・特定保健指導等に要する費用（健康づくり支援課）　　　　　　　　　　　　　 １億１１５５万円

◎乳幼児健診等母子保健に要する費用（健康づくり支援課）　　　　　　　　　　　　　 １億０５６４万円

◎シルバー人材センターの育成（高齢者支援課）　　　　　　　　　　　 １５００万円

◎各排水機場の維持管理に要する費用（農政課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５４５３万円

◎手賀沼沿い農地活用を推進する費用（農政課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４０８１万円

◎中小企業への資金融資（企業立地推進課）　　　　　　　　　 １億３９８４万円

◎インフォメーションセンター運営に要する費用（商業観光課）　　　　　　　　　 ２３０５万円

◎市道等の維持補修に要する費用（道路課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億９３８６万円

◎公園の維持管理に要する費用（公園緑地課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億５９８９万円

◎布佐駅南側の道路整備等に要する費用（市街地整備課）　　　　　　　　　　 １億２９４６万円

◎排水施設の維持補修に要する費用（治水課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億２７８９万円

◎市営住宅の維持補修に要する費用（建築住宅課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億２７６３万円

◎市道等の維持管理に要する費用（道路課） １億１０３０万円

◎水槽付消防ポンプ車の購入に要する費用（消防総務課）　　　　　　　　　　 ５８４７万円

◎柏市・我孫子市消防通信指令事務協議会負担金（消防総務課）　　　　　　　　　　　 ４４１１万円

＜衛生費＞

＜労働費＞

＜農林水産業費＞

＜商工費＞

＜消防費＞

＜総務費＞

＜民生費＞

＜議会費＞

＜土木費＞
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◎小中学校の給食調理等に要する費用（学校教育課）　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　 ４億０３１５万円

◎小学校の維持管理に要する費用（教育総務課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億９７９５万円

◎私立幼稚園の振興(保育課）　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 ２億６１３２万円

◎小学校の運営に要する費用（学校教育課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億４８６６万円

◎中学校の運営に要する費用（学校教育課）　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億３５８７万円

◎小中学校コンピュータ教育に要する費用（指導課）　　　　　　　　　　　　　 １億３４２９万円

イ、性質別に分類した歳出の状況

（性質別歳出）

増減率

決算額・① 構成比 決算額・② 構成比 （①－②）／②

人件費 816,131 22.2 816,137 21.5 0.0

扶助費 1,003,297 27.2 945,522 25.0 6.1

公債費 299,224 8.1 291,538 7.7 2.6

義務的経費小計 2,118,652 57.5 2,053,197 54.2 3.2

物件費 694,149 18.9 724,255 19.1 △ 4.2

維持補修費 21,024 0.6 19,189 0.5 9.6

補助費等 175,361 4.8 174,538 4.6 0.5

経常的貸付金等 12,500 0.3 12,500 0.3 0.0

経常的繰出金 384,481 10.4 388,006 10.3 △ 0.9

経常的経費計 3,406,167 92.5 3,371,685 89.0 1.0

積立金 5,053 0.1 17,264 0.5 △ 70.7
投資・出資・貸付金（経常的なもの
を除く）

971 0.0 784 0.0 23.9

繰出金（経常的なものを除く） 57,664 1.6 21,642 0.6 166.4

消費的経費計 3,469,855 94.2 3,411,375 90.1 1.7

普通建設事業費 214,380 5.8 376,448 9.9 △ 43.1

災害復旧事業費 0 0.0 396 0.0 △ 100.0

投資的経費計 214,380 5.8 376,844 9.9 △ 43.1

合計 3,684,235 100.0 3,788,219 100.0 △ 2.7

＜教育費＞

＜表４－１＞　平成２９年度普通会計歳出性質別決算の状況

平成29年度

　歳出性質別決算の前年度との対比は、表４－１のとおりです。

区分
平成28年度

　歳出を性質別に見ると、扶助費（構成比２７．２％）、人件費（構成比２２．２％）、物件費（構成比１８．９％）、経
常的繰出金（構成比１０．４％）の順となっています。
　前年度との比較では、扶助費は、私立保育園委託料や生活扶助費の増などにより、５億７７７４万円（前年度比
６．１％増）の増額となりました。
　物件費は、緑保育園の民営化に伴う運営委託料の減などにより、３億１０６万円（前年度比４．２％減）の減額と
なりました。
　繰出金は、国民健康保険事業特別会計への財源補てんに係る繰出金が増加したことなどにより、３億２４９７万
円（前年度比７．９％増）の増額となりました。
　普通建設事業費は、成田線新木駅舎等の整備が事業完了したことなどにより１６億２０６８万円（前年度比４３．
１％減）の減額となりました。

（単位：万円、％）

　※公債費　　　・・・普通会計決算上の分類における市が借り入れた市債の返済に伴う元金・利子の経費。

　※維持補修費　・・・公共施設等を維持するための経費。

　※補助費等　　・・・普通会計決算上の分類で報償費・公課費・負担金及び補助金・補償補填金・利子などの経費。

　※繰出金　　　・・・特別会計や定額運用基金に対して支出する経費。

　※積立金　　　・・・基金への積立を行う経費。

　※投資・出資・貸付金・・・普通会計決算上の分類で特定の法人等に対する金銭の提供や資金の貸付けなどの経費。

　※人件費　　　・・・市長や副市長、教育長、議員、一般職の職員、嘱託職員の人件費及び各種委員報酬などの経費。

＜用語（区分）の説明＞

　※物件費　　　・・・消耗品費や光熱水費などの需用費や臨時職員賃金、委託料、使用料などの消費的性質の経費。

　※義務的経費　・・・普通会計決算上の分類で歳出のうちその支出が義務づけられた硬直性の強い経費。

　※扶助費　　　・・・社会保障制度の一環として法令等に基づき支出する経費。（児童手当、生活保護費など）

　※経常的経費　・・・普通会計決算上の分類で歳出のうち毎年持続して固定的に支出される経費。

　※普通建設事業費・・・普通会計決算上の分類で道路や公園、公共施設の新増設等の建設事業に要する投資的な経費。

　※消費的経費　・・・普通会計決算上の分類で経費支出の効果が短期間で終わる経費。

　※災害復旧事業費・・・普通会計決算上の分類で大規模な災害によって生じた被害の復旧に要する投資的な経費。

　※投資的経費　・・・普通会計決算上の分類で支出の効果が資本形成に向けられる経費の総称。
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＜表４－２＞　平成２９年度普通会計歳出・性質別決算の構成状況

４．市が所有する財産

 ※なお、（　　）内の数値は、平成２８年度末の数値です。主な基金は、「５．基金」を参照してください。

５．基　　金

＜表５－１＞（一般会計において資金管理を行うもの） （単位：万円）

財政調整基金 235,700 6,380

減債基金 24,220 6,110

公共施設整備基金 950 めるへん文庫基金 6,604

ふるさと手賀沼ふれあい計画推進基金 3,800 文化施設整備基金 66,410

国際・平和交流推進基金 4,600 文化財保存基金 620

社会福祉事業基金 22,890 災害対策基金 5,650

緑の基金 9,330 338

清掃工場建設基金 159,140 552,742

＜表５－２＞（各特別会計において資金管理を行うもの） （単位：万円）

国民健康保険事業財政調整基金 12,000 68,137

６．市債（地方債）現在高と債務負担行為未払残高

スポーツ振興基金

教育振興基金

　　(２３１万３２４㎡) 　 　 (２０万８９０９㎡)　　 　(６６億３５９３万円)　　　 　(２２億４００６万円)

　　　　土　　地　　　　　　　　 　建物等　　　　　　 　　基　　金　　　　　　　　有価証券及び出資

成田線輸送力強化等整備基金

　 　 ２３１万７２９㎡　　　　２０万７７８３㎡　　 　 　６３億４６８８万円　　　  　２２億４９７６万円

介護保険財政調整基金

　基金は、特定の目的のために資金を積み立てたり、運用したりするために設けられています。主な基金の平成
２９年度末残高は、表５－１、表５－２のとおりです。

　市が所有する財産は平成２９年度末現在、次のとおりです。

小　計

　市債(地方債）は、施設整備や用地取得などの費用に充てるため、県の同意（または許可）を受けた上で財務
省、地方公共団体金融機構、民間金融機関などからの借入金です。

　普通会計における地方債現在高は３１０億８３３万円（市民一人当たり２３万４５０１円）となっています。

※減債基金・・・市債（地方債）返済のための積立金

※財政調整基金・・・年度間の財源の不均衡を調整するための積立金

　債務負担行為は、工期が数年にわたる工事の一括契約や、土地や建物の分割購入など将来にわたる支払い
を約束するものです。債務負担行為未払残高は、６６億８３８４万円（市民一人当たり５万５４７円）となっています。
なお、残高の推移は表６－１のとおりです。

※市民一人当たりの数値は、平成３０年４月１日現在の人口（１３万２２３１人）で算出しています。

扶助費
27.2%

人件費
22.2%物件費

18.9%

経常的繰出金
10.4%

公債費
8.1%

普通建設事業費
5.8%

補助費等
4.8%

繰出金
（経常的なものを除く）

1.6%

維持補修費
0.6%

経常的貸付金等
0.3%

積立金
0.1% 投資・出資・貸付金

（経常的なものを除く）
0.0%

6



（単位：万円）

区分 平成27年度 平成28年度 平成29年度

普通会計地方債現在高 3,116,937 3,131,540 3,100,833

公共下水道地方債現在高 1,367,790 1,356,123 1,315,363

水道企業債現在高 62,773 55,783 48,496

債務負担行為未払残高 638,343 717,480 668,384

＜表６－２＞

７．財政指標の推移と比較

区分 平成28年度 平成29年度
平成29年度

東葛６市平均
早期健全化基準 財政再生基準

①財政力指数 0.84 0.83 0.87
②経常収支比率（％） 96.4 95.9 92.6
③実質公債費比率（％） 1.3 1.3 3.1 25.0 35.0
④実質赤字比率（％） － － － 12.21 20.00
⑤連結実質赤字比率（％） － － － 17.21 30.00
⑥将来負担比率（％） － － 18.4 350.0

　普通会計決算をもとに財政状況を分析する各種指標を算出しています。この指標について対前年度と東葛６
市平均との比較をしてみました。

＜表６－１＞　市債（地方債）現在高と債務負担行為未払残高の推移

　一方、財政構造の弾力性を表す経常収支比率は、前年度に比べ０．５％改善しましたが、東葛６市の平均を上
回っています。比率が改善した主な要因は、臨時財政対策債の増などによる経常一般財源（分母）の増額が、
繰出金や扶助費の増による経常経費に充当する一般財源（分子）の増額よりも大きかったことが挙げられます。

　我孫子市の実質公債費比率は、東葛６市の平均に比べ低い水準で推移しています。また、我孫子市の将来
負担比率は、退職手当負担見込額の減などにより将来負担額がマイナスとなったため、昨年度に引き続き平成
２９年度も該当しませんでした。

　今後も、経常収支比率の改善に向けて計画的に経常的な歳出総額を削減するとともに、今まで以上に歳入の
確保を図ることにより財務体質の改善を進めて行きます。

　財政指標の推移と比較は、表７のとおりです。

＜表７＞　財政指標の推移と比較
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3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度

市債（地方債）現在高と債務負担行為未払残高の推移

債務負担行為未払残高

水道企業債現在高

公共下水道地方債現在高

普通会計地方債現在高

(万円)
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８．市民の負担状況

＜表８＞ （単位：円、％）
区分 市税負担額 前年度増減率

市民一人当たり 131,444 △ 0.3
一世帯当たり 296,913 △ 1.6

９．公営事業会計等の状況

ア、特別会計

＜表９＞ （単位：万円）
区分 歳　入・① 歳　出・② 差引・①－② 普通会計からの繰入金

国民健康保険事業 1,539,445 1,464,992 74,453 91,087
公共下水道事業 357,067 326,652 30,415 752,331

介護保険 943,496 909,783 33,713 142,346
後期高齢者医療 188,616 184,298 4,318 23,904

＜各特別会計の事業内容＞

※公共下水道事業（下水道課・治水課）　　・・・下水道を維持・建設するための会計です。

⑤連結実質赤字比率・・・一般会計等とすべての公営事業会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体としての赤字の程度を指標化し、
地方公共団体としての財政運営の悪化の度合いを示すものです。

　特別会計は、特定の事業を行うため一般会計と区別して経理する会計です。現在は４つの事業を特別会計で
行っています。特別会計は、公営事業会計等として別々に決算を行っています。なお、公共下水道事業特別会
計における地方債現在高は１３１億５３６３万円（市民一人当たり９万９４７５円）となっています。

＜用語（区分）の説明＞

③実質公債費比率・・・借入金の返済額が収入に占める割合。一般会計、特別会計、公営企業など全ての借入金を含む。１８％を超える
と地方債発行に県の許可が必要となります。

⑥将来負担比率・・・地方公共団体の一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将
来財政を圧迫する可能性の度合いを示すものです。

①財政力指数・・・地方公共団体の財政力を示す指数で、１に近づくほど財源に余裕があり、１を超えると国から普通交付税が交付されま
せん。

②経常収支比率・・・地方公共団体の財政構造の弾力性を判断する比率で、１００％に近づくほど財政の弾力性はなくなります。

④実質赤字比率・・・一般会計等（一般会計及び公営事業以外の特別会計）の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示
すものです。

※介護保険（高齢者支援課）　　　・・・介護保険事業を運営するための会計です。

　市民サービスやいろいろな事業を行うための費用は、皆さんに負担していただいている市税のほか、国・県か
らの支出金や市の借入金である地方債などで賄われています。

※後期高齢者医療（国保年金課）　・・・後期高齢者医療の事務を行うための会計です。

　平成２９年度普通会計決算での市民の皆さんの市税負担状況は表８のとおりです。

※国民健康保険事業（国保年金課）・・・国民健康保険事業を運営するための会計です。

※平成３０年４月１日現在の人口（１３万２２３１人）、世帯数（５万８５３９世帯）で算出しています。

　特別会計決算は表９のとおりです。
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イ、水道事業会計

　収支の内容については次のとおりです。

（単位：万円）

収益
260,635

（単位：万円）

　＜問い合わせ＞
　我孫子市役所企画財政部財政課 ℡　０４－７１８５－１１１１（内線 ２３６）
　水道局経営課 ℡　０４－７１８４－０１１４

　なお、資本的収支の不足額は、減価償却費などを積み立てた内部留保資金などで補てんしました。（表）

912
収入 支出

89,582

　平成２９年度末の給水人口は、１２万３１９３人で前年度と比べ０．３％減少し、普及率は９２．９％です。年間給
水量は１２５２万７４０５㎥となり、前年度と比べ１．８％増加しました。うち、水道料金収入となる年間水量（有収水
量）は１１９９万３３６１㎥となり、前年度と比べ０．７％増加し、年間給水量に対する割合（有収率）は９５．７％とな
り、前年度と比べ１．１％減少しました。

　水道事業会計は、事業に必要な経費を水道料金収入で賄う「独立採算制」で事業を運営しています。

当年度純利益

水道施設の建設や改良などの収支で、収入は水道負担金、支出は建設・改良工事費や企業
債償還金など

資本的収支（税込み）

225,844 34,791
費用

経営活動に伴う収支で、収益は主に水道料金収入、長期前受金戻入益、費用は人件費、動
力費、修繕費、委託料、減価償却費など

収益的収支（税抜き）

　収益的収支の収益面では、前年度と比べ１．１％の増収となりました。また、費用面では、動力費や修繕費など
の経費が増加したことにより、前年度と比べ１．９％の増加となりました。なお収益的収支は、平成２９年度も黒字
となりました。

　資本的収支の収入面では、負担金の収入がありました。支出面では配水管の新設工事、中期計画に基づく経
年設備の更新工事などの改良工事を実施しました。

　今後も安全な水を安定して供給するため、引き続き計画事業の着実な推進と健全経営に努めます。
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